
質
疑

国
の
第
２
次
補
正
予
算

の
「
き
め
細
や
か
な
臨
時
交
付

金
事
業
」
約
３
億
５
千
万
円
は
、

景
気
対
策
の
た
め
だ
が
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
発
注
を
す
る
の
か
。

な
る
べ
く
早
期
の
発
注
を
要

望
す
る
。

答
弁

基
本
的
に
は
新
年
度
に

適
時
発
注
し
て
い
き
ま
す
。
入

札
等
に
つ
い
て
も
通
常
工
事
同

様
で
す
。

質
疑

年
度
内
工
事
の
完
成
が

遅
れ
る
原
因
に
は
、
市
側
の
責

任
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

工
期
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
、

業
者
と
連
絡
を
密
に
し
て
行
う

べ
き
だ
。

答
弁

工
事
の
工
程
に
は
無
理

が
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

質
疑

公
共
下
水
道
を
は
じ
め

と
し
た
、
各
戸
の
汚
水
処
理
の

整
備
状
況
は
。

答
弁

下
水
道
な
ど
４
事
業
で

汚
水
人
口
普
及
率
は
76
％
程
度

で
、
県
内
12
市
中
４
位
で
す
。

歳
入
関
係

質
疑

経
済
状
況
の
変
化
で
給

与
所
得
が
減
っ
て
い
る
。
市
税

の
予
算
額
で
、
徴
収
で
き
る
の

か
。

答
弁

経
済
不
況
に
伴
う
所
得

減
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
大
幅

な
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。
勤

労
統
計
な
ど
の
動
向
に
注
視
し

て
、
歳
入
確
保
に
努
め
ま
す
。

質
疑

本
年
も
市
債
を
発
行
す

る
が
、
後
年
度
の
負
担
を
計
画

的
に
判
断
す
る
た
め
、
市
債
の

残
高
、
償
還
が
わ
か
る
指
標
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

償
還
に
つ
い
て
は
、
高

利
率
の
償
還
は
済
ん
で
い
ま
す
。

指
標
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
ま

す
。

質
疑

伊
香
保
温
泉
白
銀
の
湯

使
用
料
で
は
、
伊
香
保
温
泉
再

生
事
業
に
伴
い
、
温
泉
を
必
要

と
す
る
全
軒
に
配
湯
で
き
た
の

か
。

答
弁

本
年
度
の
湯
管
の
工
事

後
、
全
軒
に
配
湯
で
き
ま
す
。

議
会
費

質
疑

今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

議
会
の
中
継
動
画
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
要
望
す
る
。

答
弁

今
後
、
議
会
と
相
談
し

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
費

質
疑

市
民
ふ
れ
あ
い
議
会
は

必
要
な
の
か
。

答
弁

市
民
と
の
公
聴
と
の
立

場
と
し
て
必
要
で
す
。

質
疑

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

策
事
業
は
、
市
内
難
視
聴
地
区

の
解
消
に
な
る
の
か
。

答
弁

北
橘
町
真
壁
に
行
幸
田

中
継
局
を
開
設
す
る
な
ど
、
市

内
全
域
の
難
視
聴
区
域
の
解
消

を
図
り
ま
す
。

質
疑

赤
城
地
区
の
投
票
所
が

20
カ
所
か
ら
11
カ
所
に
減
少
す

る
が
、
住
民
に
ど
う
説
明
す
る

の
か
。

答
弁

地
元
自
治
会
に
説
明
の

機
会
を
設
け
ま
す
。

質
疑

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
の
に
は
、
そ
の

推
進
者
に
だ
れ
を
あ
て
る
の
か
。

答
弁

自
治
会
を
中
心
的
存
在

と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
に
、
間
接
的
に

か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
疑

タ
ウ
ン
バ
ス
事
業
で
は

運
行
時
に
音
楽
を
流
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
な
か
な
か
事
業

が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁

現
在
、
音
源
を
作
成
中

で
す
。
早
急
に
事
業
完
了
を
目

指
し
ま
す
。

民
生
費

質
疑

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備

補
助
事
業
と
は
。

答
弁

市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
11
施
設
の
う
ち
、
平
成
21
年

度
で
８
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
の
設
置
が
済
み
ま
し
た
。
残

る
３
施
設
に
つ
い
て
新
年
度
で

実
施
し
ま
す
。

質
疑

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

の
受
診
率
が
低
い
。
受
診
時
間

等
の
改
善
が
必
要
だ
が
。

答
弁

渋
川
総
合
病
院
な
ど
と

連
携
を
と
り
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

質
疑

国
の
政
策
で
子
ど
も
手

当
が
６
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
予

定
だ
が
、
事
務
処
理
は
大
丈
夫

か
。

答
弁

該
当
世
帯
に
通
知
を
郵

送
し
、
来
庁
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。
国
の
指
導
は
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
６
月
の
児
童
手

当
の
支
給
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

質
疑

老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

の
補
助
金
は
同
額
だ
が
、
増
額

す
る
予
定
は
な
い
か
。
ま
た
、

施
設
利
用
料
の
免
減
は
。

答
弁

所
属
人
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
補
助
金
は
現
状
維

持
と
し
ま
し
た
。
施
設
利
用
料

は
、
ほ
と
ん
ど
減
免
し
て
い
ま

す
が
、
一
部
受
益
者
に
負
担
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

衛
生
費

質
疑

蛍
光
灯
（
管
）
の
回
収

は
。

答
弁

今
年
の
秋
か
ら
、
回
収

を
始
め
る
予
定
で
す
。
本
庁
、

平
成
21
年
度
の
補
正
予
算
及
び
平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
を

審
査
し
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新

年
度
一
般
会
計
で
は
可
決
後
に
、
２
つ
の
附
帯
決
議
案
が
提
出

さ
れ
、
旧
渋
川
公
民
館
解
体
に
関
す
る
決
議
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

補
正
予
算

新
年
度
予
算



支
所
な
ど
18
カ
所
で
回
収
予
定

で
す
。

農
林
水
産
業
費

質
疑

駆
除
対
象
に
猿
が
加
わ

っ
た
が
、
有
害
鳥
獣
は
増
え
て

い
る
の
か
。

答
弁

猿
の
被
害
は
有
馬
、
小

野
上
地
区
で
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
は
、
毎
年
増
加
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

質
疑

竹
林
整
備
事
業
の
内
容

は
。

答
弁

市
内
全
域
を
対
象
に
、

主
に
北
橘
地
区
の
竹
林
を
整
備

し
、
竹
炭
な
ど
の
活
用
を
研
究

し
ま
す
。

商
工
費

質
疑

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容
は
。

答
弁

地
域
と
Ｊ
Ｒ
６
社
の
連

携
に
よ
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
平
成
23
年
７
〜
８
月
に
群
馬

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
22
年
は
、

プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
に
渋

川
市
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

土
木
費

質
疑

橋
り
ょ
う
整
備
事
業
の
、

今
後
の
予
定
は
。

答
弁

平
成
21
年
度
予
備
設
計

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
５
月

に
地
元
説
明
会
を
実
施
し
て
、

実
施
設
計
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
費

質
疑

旧
渋
川
公
民
館
記
録
保

存
事
業
の
内
容
は
。

答
弁

映
像
、
写
真
、
レ
リ
ー

フ
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
被
弾
痕
な

ど
の
切
り
取
り
保
存
で
す
。

質
疑

学
校
給
食
で
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
試
食
会
を
増
や
す
な
ど
、

給
食
へ
の
安
心
感
の
構
築
が
必

要
だ
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答
弁

対
象
者
や
回
数
な
ど
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

質
疑

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

の
内
容
は
。

答
弁

新
生
児
の
６
カ
月
健
診

時
に
保
護
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
な
が
ら
絵
本
を
手
渡
す
新

規
の
事
業
で
す
。

消
防
費

質
疑

防
火
水
槽
設
置
事
業
の

具
体
的
設
置
箇
所
は
。

答
弁

40
ト
ン
の
防
火
水
槽
を

渋
川
地
区
２
基
、
伊
香
保
地
区

１
基
、
子
持
地
区
１
基
、
赤
城

地
区
１
基
の
合
計
５
基
の
設
置

を
考
え
て
い
ま
す
。

国
保
関
係

質
疑

赤
城
南
北
診
療
所
の
跡

地
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
利

用
し
て
ほ
し
い
。

往
診
は
き
め
細
や
か
な
対
応

を
要
望
す
る
。

答
弁

市
有
地
の
利
活
用
と
し

て
、
検
討
し
ま
す
。

介
護
関
係

質
疑

介
護
予
防
事
業
の
内
容

は
。

答
弁

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

口
腔
ケ
ア
、
認
知
症
予
防
な
ど

で
す
。

水
道
関
係

質
疑

平
成
23
年
の
料
金
改
定

第
二
弾
に
向
け
、
経
営
の
健
全

化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁

料
金
改
定
に
頼
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
改
善
し
て
い
き

ま
す
。

病
院
関
係

質
疑

リ
ニ
ア
ッ
ク
高
性
能
放

射
線
治
療
装
置
の
一
日
の
治
療

者
数
は
。

答
弁

18
人
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

22
年
度
予
算
に
附
帯
決
議
案

新
年
度
予
算
に
対
し
、
議
員

か
ら
２
件
の
附
帯
決
議
案
が
提

出
さ
れ
、「
学
校
給
食
調
理
場

再
編
整
備
」
関
連
（
案
）
に
つ

い
て
は
否
決
、「
旧
渋
川
公
民

館
」
関
連
（
案
）
に
つ
い
て
は

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

項　　　目

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

事

業

会

計

今年度予算 前年度予算

一 般 会 計 ３３１億７,７００万円 ３１７億６,３００万円

国民健康保険（事業勘定） ９５億６,３８５万円 ８９億４,９２１万円

国民健康保険（診療施設勘定） １億３,２６６万円 ３億６,８１７万円

老人保健 ３５７万円 ６１１万円

後期高齢者医療 ８億２,４７９万円 ８億３,２８３万円

介護保険 ５９億９,７３３万円 ５５億８,７７１万円

特別養護老人ホーム事業 ３,９９５万円 ４,１１４万円

農産物直売事業 ４,６６４万円 ４,１５１万円

伊香保温泉観光施設事業 １億７６万円 １億７５万円

小野上温泉事業 ２,０３６万円 １,９１１万円

交流促進センター事業 １,５００万円 ２億１,９２３万円

白井温泉こもちの湯事業 ３,８５２万円 ３,８１５万円

たちばなの郷城山事業 ３,０１７万円 １億２４５万円

下水道事業 ２１億９２７万円 ２１億２,６４９万円

農業集落排水事業 １６億２,０９８万円 ２１億７,３８０万円

個別排水処理事業 ２,８９５万円 ３,２６２万円

簡易水道事業 ３億８３６万円 ２億７,４９５万円

水道事業会計

収益的支出 １６億１,５３６万円 １６億３,５２５万円

資本的支出 １０億１１１万円 １４億３,１５４万円

病院事業会計

収益的支出 １８億９,４５４万円 １６億６,９０８万円

資本的支出 ７,１０１万円 ８億２,４９４万円

各 会 計 予 算


